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Foreword 
序章

rCERECは何がすごいの ?Jの答えはここにあります。

結論からお話すれば「事実と証拠」ということに尽きます。これがま

さに、この概論の全てです。私どもが目指すのは、最新のCERECに

関する臨床研究の概要を述べ、皆様にこの科学的データを解釈し評

価していただくことにあります。CERECは間違いなく大規模に精査

された歯科治療技術のーっといえます。それは数多くの臨床研究や

幅広い分野の科学的出版・発行物において証明されています。

例えば、科学的研究を目指す大学や、一般歯科診療所などで、たった

1回の処置で製作され装着されているCEREC修復(インレ一、オン

レ一、クラウン、べ二ア)の残存率が継続的にモニタリンクされてい

ます。最長期残存率データでは18年で84.4%という高水準です。

CEREC修復の品質という点では、少なくともゴールド修復と遜色あ

りません。そして明らかにコンポジツ卜や他のラボ製の修復よりは

優れています。

コンヒ。ユータ化された歯科治療は大きく発展しています。マージン

精度はラボ製修復物と変わらぬところまで来ました。プロキシマコ

ンタクトの設計は大変信頼性の高いものになりました。歯牙データ

ベースに含まれる校合面データは大学や高名な歯科技工士によって

構築されたものです。CERECシステムは患者のアーティキュレー

ション(岐合)やアンタゴニス卜 (対合歯)をも考慮に入れています。

必要なのは良い歯科医、つまり、あなたのような歯科医です。

CERECチーム



1 I CEREC修復の長期成績

の部分破折，二次力リ工ス(う蝕);失活。それぞれのクル プについて力プ

ランマイヤ去による生存率分析が行われました。全クル プで、失活

歯へのインレ 装着は生活歯へのインレ 装着よりも低い成績でした。

当初、研究対象には間接法によるコンポジッ卜を用いたインレ のグループ

も含んでいました。しかし、成績は芳しくなく早々に除外されました。

ゴールドインレのグルプとCERECインレのクルプとで、目立っ

た統計的差異はありませんでした(15年後成功率は約93%)。ラボ製セラ

ミックインレ は明らかに劣っていました(68%)。

CEREC 2の導入により、歯科医はインレ一、ベ二アに加え、フルクラウンの

製作が可能になりました。更なる研究において、 VITAMarkIlを用いて200

例のCERECクラウンを作製し136人の患者に接着接合法で装着した。内70

例は従来の方法で形成された歯の上に装着され、 52帝IJは縮小形成した歯に装

着(低マクロリテンション)086例のクラウンは歯内療法で処置された歯に装

着した。乙の場合クラウンは、保持力を高めるために歯髄腔にまで伸長した

ポストも含みます(エンドクラウン)。不成功の原因は主として破折で、不十

分な象牙質接着によって起乙るものと推測される。「従来形成」クラウンは全

方法の中で最高の成績(残存率97.0%)、次いで「縮小形成jクラウン(92.9%)

でした。エンドクラウンの残存率は大臼歯の場合に容認できる成績(87.1%)、

小臼歯の場合はやや劣りました(688%)。

クラウン1.3 

得られた。失活歯(50%)と生活歯(88%)の違いには重要な意味があります。

機能的象牙質接着剤の活用により成功率は10%から90%へと向上した。

インレー/オンレー1.1 

E置置V
CERECワンデー トリー トメン卜(比較的大きいサイズのものを含

む)は、 優れた耐久性(寿命)を示す。多くの場合、欠陥重視の修復

と丁寧な後着後合は、 フルクラウンを用いない修復の基礎となる。

インレー/オンレー
2，328例についての長期研究

この膨大な研究は歯科診療所において既に794人の患者に装着された2，328

症例のチェアサイドでのCERECインレ一、オンレ に焦点を合わせたもの

である。1990年から1997年にかけてはCEREClシステムが、 1997年から

1999年にかけてはCEREC2システムを使用した。44の歯をランダムに選択

し走査型電子顕微鏡で調査を行った。平均マ ジン・ギャップは236μm+

968μm。

9年後の成功率は95.5%。不成功iこ終わった修復はわずか35症例で、その原

因は主に抜歯によるものであった。

修復のサイズおよび部位と不成功との相関関係は晃られなかった。

1 .1 .1 

E軍軍V
CERECインレーの耐久性は、コールド修復と同水準である。ラポ

製セラミック修復は成績が劣った。

、、---
~云

以下は臼歯の寓洞に使用した塑性充填材アマルガム，グラスアイオノマー

及びその派生製品、コンポジット。その他の有効な修復方法コールドイ

ンレー/オンレ ，コンポジツ卜 ・インレ /オンレ I ラボ製セラミック

インレー/オンレ-，CERECインレー/オンレー。各クル プについて長

期研究を実施した結果、耐久性に大きな差異があるということが明らかに

なった。それぞれの修復方法における年間不成功率を算出しました。順位

は以下の通りです(成績の低い順から)。

E霊童V
VITA MarkIIとIvoclarProCadを用いたCERECクラウンは

PMFクラウンに匹敵する成功率を達成している。

またCERECクラウンは、ある歯科診療所で実施した研究でも好成績をあげて

います。この研究は65例のVITAMarkIl製フルクラウンを焦点、にしたもので、

切削工程後に手作業で研磨し、テeユアル重合コンポジツ卜で筏着されたもの

です。最長4年間で3例の不成功が観察されました(2例はセラミ ック破折、 1

官IJは接着剥離です)。力プランマイヤー推定値による成功率は95.4%です。
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CERECl及びCEREC2による直銀法修復は、臨床的精度および、

マージン・ギャ ッブの品質(大規模禿機合着材を使用して作製され

た)においては、今日の水準に必ずしも合致しないにも関わらず、

長期研究の結果(9年後残存率95.5%)は、大変良好といえる。

グラスアイオノマー及び派生製品(7.7%)

アマルガム(33%)

コンポジッ卜充填(22%)

コンポジツ卜インレ /オンレ (20%) 

セラミックインレー/オンレー (16%)

コルド。インレ /オンレ (1.2%) 

CERECインレー/オンレー (1.1%)

&E置V
CEREC修復成功率はゴールド・インレー/オンレー修復よりわず

かにではあるか優れた成績を有する修復方法である。
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他の修復方法との比較

CEREC、ラボ製セラミック、ゴールドインレーについての15年を超える

長期的比較研究です。

15年間で358例の2または3面インレーがオーストラリアのGraz大学の下で

実施されました。以下の修復が生活歯に対して装着されました。ゴールド

インレ一、リン酸亜鉛セメン卜で接着(対照群)93例!接着接合ゴ ルド・イ

ンレ 71例。ラボ製セラミックインレー (Dicor、Optec、Duceram、

Hi-Ceram) 94哲IJ;CERECインレ (VIT A Mark 1 ) 51例。その他に、多

数の失活歯処置例コールド/セメン卜 (5例);ゴールド/接着剤(14例); 

ラポ製セラミック (22例);CEREC (14例)。

修復の評価基準喪失または完全破折，修復物、歯、セメン卜/接着接合部

臨床的比較

1.4 

1.4.1 

Bemd Reiss， Malsch 

ラボ製のセラミ ックベニアの耐久性については既に幅広くリサーチが行われ

ています。CERECベニアとアンテリアパーシャルクラウンについては9年半

をかけて観察されました。これらの修復はCERECl及びCEREC2で製作され、

(主として)VITA Mark Il 、Ivocl呂rProCadが使用した。 509例の天然歯lこ

対守るべ二ア修復が実施され、 108例は既存のPFMまたはゴンポジッ卜修復

物でリペアー/リプレイスを行った。 9年半後の補綴物に対する修復成功率は

91%、天然歯にtr守る成功率は94%でした。

Kapl即 t-Meierestimator: Use of dentin adhesive， n = 1，011t 
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患者にとって費用対効果の高い選択肢を広げようとするなら、歯科修復物の

耐久性とコストを個別ではなく総括的に評価することになる。ドイツの大手

保険会社提供の支払金額データに基っき、修復方法別に、コ ルドインレー

(62)、ラボ製セラミックインレー (87)、CERECインレ (91)の平均的料

金とラボ費用が算出されました。そして1994年から2003年にわたる長期研

究の中から10の研究の分析が実施されました。乙れにより、各種インレ の

統計的耐久性を算出する基礎ができました。

耐久性(寿命)及び費用対効果1.4.2 

E田 V
耐久性においてCERECベニアはラボ製ベニアと差異はない、もし

くはそれ以上を示す。

Swvival cwve with rι:gard to CP treαtment 

Gold adhesive vital (9313) 
一一一「一一一一
Gold phosphate vital (7'13) 

CEREC vital (5'/4) 

1.0 

耐久性及び製作費用

製作費用が高額で耐久性がやや劣るため、ラボ製セラミックインレーは最

も費用対効果の低い選択、というととになります。コールドインレ と

CERECインレーは近似の成功率です。しかし、ゴルドインレーのラボ作

製費用がやや高額なため、乙の研究結果でCERECインレ が最も費用対効果

の高い方法として浮かびあがってきました。

E軍軍V
経済的観点からCERECは他のあらゆるインレ一方法よりも好まし

いといえる。

1.4.3 
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この研究はCEREC1システムを用い、 1987年から1990年の問に299人の

患者を対象に作製されたCERECインレ /オンレ 1，011例に焦点、をあて

たものです。主たる修復はVITAMK 1セラミ ックを用い、わずか22例のみ

Dicor MGCを使用した。 1989年から歯科用接着剤 Glumaと組み合わせ、エ

ナメル・エッチンク(リン酸)が実施されるようになり、グラスアイオノマー

セメン卜は、基礎層としては使われなくなりました。歯髄周辺はCaOH2ライ

ナ で保護。検証基準は、以下の通りですマ ジンクオリティー、歯髄有無、

歯組織、合併症、機能不全。所見は、以下のパラメータに基づいて分類され

ました。修復サイズ、修復部位、当初の歯活力、象牙質接着剤使用の有無。

18年の観察期間中、 1，011の修復例の内86例は不成功でした。セラミックの

被折が主たる原因(38%)でした。力プランマイヤ 推定値によれば、 18年

後成功率は非常に高い(84.4%)ものでした。臼歯より小臼歯のほうが、若干

成績が良く、 2面、 3面インレーのうほうが、 1面インレーよりも良好な成績が

インレー/オンレ-
1，011例についての18年にわたる研究

1.1.2 

• 
Probabilのoffailure in the four subgroups Cヒramicbuild-upsωmpパsingupω2/30ftheνeneer length do 1101 far worse 



CNICAL FACTS RF.LATING TO  CEREC 

31校合設計
FACTS RELATING TO  CEREC 

マージン・ギャッブ(辺縁漏洩)21 

ソフトウエア

CEREC 3Dの現在のパージョンは、患者固有の様々な日交合にマッピンクする

ためのツ ルや校合面を自動デザインするツ ルを有しています。

掴 「デ ン タ ル デ タ ベ ス」

様々な歯牙データを構築しており、基本的な設計方法です。

「コリレション」

撤去前のメタル修復物やワックスアツフの校合面データのコピーを製作し

ます。勿論修整も可能です。

・ 「リプリケ ションJ
反対同名歯をミラーリングする乙とで形成歯上lこ置換可能。その他lこ、お

気に入りの校合面観を使用するととができます。

・ 「アンタコニストJ
中心岐合位のデ タを使用し修復物を設計します0・IFGPJ
顎運動を記録して口腔内調整の少ない修復物を製作できます。

3.1 

マージン・シール

CERECの発表直後には当然参考となる長期研究は存在しませんで した。

そのため、合着インタ フェ スの幅(合着コンポジツ卜層の厚さ)がマ ジ

ンシールに影響するかどうかを確認する必要がありました。あらゆる調査の

結果、工ナメル質lこ修復マ ジンを位置つける乙とが効果的であるとわかりま

した。乙のインビト口検査(着色プレパレ ション テストを含む)で、 合着コン

ポジッ卜層の厚さはマージンシールに対し影響がないことが示されました。

その後のCEREC1、2修復の長期研究でこれらの発見が確認されました。

2.2.2 

CEREC Empress pre-op 
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... 
合着コンポジツ卜層の厚さはマージン・シールに対し影響しない。

深い寓洞についてライナーは歯髄の保諮に有効な役割を果たしているのだ

ろうか。

N. Kramer/Erlagenの研究によると、 ライナーを用いた場合、初期の過

敏症が発生する例は2倍になり ました。セラミ ック インレ の不成功率は

(Empressのケース)ライナーを用いた場合、 3倍になりました。

接着インターフェース

合着材の性能と接着技術はオ ルセラミック修復の成功を左右する重要な

影響力があり ます。

金属修復は基本的に大きな保持力 把持力を必要とする。対して、工ツチ

ング可能なオールセラミック素材(ケイ酸塩/非ケイ酸塩)は直接硬い歯

組織に合若させるため、小さい保持カで大丈夫です。CEREC修復の接着

(VITA Mark IIとIvocarEmpress CAD)は類似素材でできたラボ製イ

ンレ一、オンレー、ベニアの援活と遣いはありません。この方法は1991年

の象牙質接者の導入以来、ほとんど変更はありません。

第一段階はエナメル質、象牙質とセラミックの前処置(例エッチング)で、

クリ ンな微小粗面を作ることを目的としています。次はプライマーの使

用です。これは疎水性の接着材に対しクリ ーンな面に水平日性を持たせる働

きをするものです。第三段階はボンディング(接着)です。つまり、接着

用レジンを使用して、歯面、合着コンポジットとセラミ ック素材の問の

中間層を形成します。古い接着j去はこれらの各段階で別々の製品を使い

ます。新しい方法では必要な製品のビンの数を減らそうと試みています。

inCeramのような強度の高い酸化セラミック、酸化アルミニウム・酸化ジ

ルコニウムはエッチングには適しませんので、従来のようにセメン卜接着

されます。 一方でセルフアドヒーシブの合着剤が有効になってきています。

素材

2.2 

2.2.1 

CERECシステム制度

ユニット

CERECシステムの精度はCERECカメ ラの解像度(25μm)とミリングユ

三ツトの再現精度(士30μm)によって実現されています。ユ ザ起因に

よる影響(例、プレパレ ション、パウダーリング、3D光学印象)を除けば、

CEREC 3Dの精度は土55μmの範囲です。

カメラ/ミリンク

2.1 

2.1.1 
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12 
オンレーでは禁忌である。

E軍軍V
ライナーの使用はセラミック・インレーE画 V

ケイ酸塩セラミックの接着接合は長年にわたり検証されてきた。各

種素材は慎重に組み合わせて使用しなければならない。

切削されたCEREC修復物のマージン精度はソフトのバ ジョンアップに

従って(CEREC1から最新のCEREC3Dまで)常に進歩しています。ハー

ド面での代表的な進化は、ステップハー(先端寸法 1mm)の登場である。

多施設共同実験(7大学)の枠組みにおいて、 CERECフルクラウンのマー

ジン適合と内歯適応が測定され、ラボ製セラミ ッククラウンと比較され

ました。CERECについて訓練を受けた歯科医のグループと訓練されてい

ないアシスタン卜のグル プが、それぞれ10の臼歯クラウンを標準モデ

ルで設計切削しました。クラウン(VITAMark IIとIvocarProCadを使

用)はVariolinkを用いて装着。信頼性の高いデンタルラボラトリ ーで製作

された工ンプレス(Empress)セラミッククラウンも装着されました。

歯科医師製作のクラウンのマージン適合(61.6μm士27.9μm)とアシス

タン卜作製のクラウンのマ ジン適合(608μ m士20.5μm)では顕著な

差異はありませんでした。ラボ製クラウンのマージンはやや大きい(691

μm土26.9μm)、ものの、統計的に目立つものではありませんでした。

CERECクラウンの軸壁適合については、明らかにラポ製のものより優れ、

日交合面適合についてはラボ製のほうが良い成績でした。

修復物のマージン適合2.1.2 

10 

8 

6 

4 
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接着インターフェースの領耗

大量に充填した箇所における合着コンポジツ トのJ貝1毛皮を測定するため

に、Variolinklow (低粘度)及びTetric(高粘度)を用いて波荘された機々な

Empressインレーを計測しました。6年後のインターフェース平均幅は176

μmから207μmlこ培加していました。三種類のコンポジッ トで統計的な差

異は認められませんでした。

2.2.3 

Non-
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Ia蓮，
傾向としてCERECクラウンのマージン適合は、ラボ製クラウンよ

り優れている。

軸壁オペレータ

10 9 8 4 

。
Ia蓮V
flI粘度コンポジッ卜も高粘度コンポジツ卜もCERECインレー/オ

ンレーに適合する。

1. Conditioner 

86.6 :t 20.9 b 

88.2士 19.1b 

61.8士27.9a 歯科医

Self-

conditioning Organic Silane 

Primer 

Hydro-

phobic 

Bond 

60.8 :t 20.5 a アシスタン卜
cast no. 

Nμmber of occlμsal印 ntactsof theωsts bφ印刷dafter pla印 me叫 ofthe different 

口owns(conωcts of the resωrations eχcluded!) Pre-cured 

Amphiphilic 

Bond 

Hydro-

phobic 

Bond 

2. Primer 125.4 :t 29.9 a 

M四 nvalμes <n m山 onsI stαndard deν叫 tion.Croμps thαtαre signij日ωntly

different印刷印刷 byletters Pく 0.05)

69.1士26.9a Lab Tech 

「デンタルデタベスJIコリレションJIリプリケション」はそれぞれ「アン

タコニス卜JIFGP Jと組み合わせる事で、より機能的な岐合面をコンビュー

タで製作することが可能となります。

乙れらの岐合面はマニュアルでもオー トでも調整が可能です。データベース

で製作されたものの調整量はおよそ400μm。コリレ ション/アンタゴー

スト/FGPで製作されたものの調整量は5/1mと非常に僅かです。

各種パラメータが適正にセットされていれば手作業での調整をほとんど必要

としません。

CERECクラウン、ラボ製Empressクラウンの日交合面コンタクトを比較した

ところ目立った差異はありませんでした。

Hydrophobic Bond 

合着コンポジツ卜は3つのカテゴリ に分類されます化学重合型、光重合型、

化学・光重合型。

この10年の研究で化学重合型または化学光重合型コンポジットで合着され

たCEREC2インレ を比較検討しました。

10年後の成功率は化学光重合型コンポジツ卜の場合77%、化学重合型で

100%でした。

3. layer-forming 

Component 

4. luting Material luting Compo引te

Pri/1ciples of adhesio/1 illustrated on different substrates 

Ia置，
対合歯に見合う校合面はコンビュータ画面で‘設計することが可能で

ある。CEREC修復物はセット時、患者口腔肉での調整はラボ製の

修復物となんら変わらない。

... 
化学・光重合型コンポジットは化学重合型、または光重合型コンポ

ジッ卜が適切ではない場合のみに使用するべきである。
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4.1 臼歯

CERECインレ一、オンレーはセラミックの着色性に特質があるといえます。

艶出し研磨した後でもラボ製セラミック修復と同じ方法で装着できます。

CERECセラミックの特質(カメレオン効果によるシ工 ド適応すなわち p明

度。半透性・カラ シェ ドの多様性Hこより、多くの場合ステイニングの必要

はなくなりました。 CERECセラミックは研磨しやすい素材です。大抵その表

面仕上がりは、艶出し加工した修復物に劣るものではありません。

様々な研究でCERECセラミックの良質なシェ ド適応性を証明しています。

カリフォル二ア歯科医師会(CDA)の基準によれば87%の修復が工クセレント

(優秀)と評価されています。 USPHS(米国公衆衛生局)によれば、試験を行

った全ての修復物において、表面性質とシェ ド適応性は工クセレント(優秀)

または臨床的グッド(良)と評価されました。

E国 V
CERECセラミック素材は適切に選択・研磨すれば、大抵の場合、ラ

ボでのステイニングも艶出し加工も必要ない。

4.2 前歯

CERECアンテリアクラウンは切削後、ステイニングや艶出し加工も施す乙と

が可能です。またはその代わりに、切縁をカットバックし、透明セラミック

素材を用いて追加築盛することができます(特に透明な切縁面が要求される

場合)。シ工 ドの濃さが段階的になっている多色層フロック(VITATriluxe、

Empress CAD Multiなど)はより簡単に天然歯に近づくことができるよう

になりました。シェ ドペース卜 (VITAShading Paste、IvoclarShade 

and Stains Kitなど)やシ工 ドパウタ (VIT A Akzentなど)を使うと前歯

クラウンに即時に質感を持たせることができます。シンプルなアプリケー

ションのおかげでシエ デインクとグレイジンクを1回の操作で組み合わせる

乙とができます。マルチ ファイアリンク(複数回焼成)も可能です。プログ

ラムにより、修復物の形態をシミ ュレーションする乙とができます。多くの

ケースにおいて、チェアサイドでの1回の処置でアンテリアクラウンを作製し

装着する乙とが可能です。より洗練されたレイヤー技術も可能です。しかし、

乙れらは従来法の印象材による印象採得や石膏模型を使用した間接的プロ

セスが必要です。より高い審美性を求めるのであればこのような方法で修復

物を製作できます。

l1E蓮，
前歯クラウンは、多色層ブロックや簡便でシステマチックなステイ

ンキットを用いることで1回の処置であっても患者満足度を充たす

審美修復を行うことができます。

4.2.1 ベニア

CERECユーザーは修復方法としてベニアを推奨することが多くなってきて

います。アンテリアパ シャルクラウンとベーァは歯質を残す修復法として

フルクラウンに代わって、頻繁に使用されています。患者固有のキャラクタ

ライズは前歯クラウンで述べた方法で可能です(セラミックステインを透明

セラミック素材と組み合わせて使用)。さらに、ナチュラルな外観を得るため

に「インターナルステインテクニツクjの方法を用いることもできます。乙の

場合、シエ デイングコンポジツ卜素材(モディファイヤー)をベニア内面に

塗布します。ベニアが装着された後、このシェーディングが薄いセラミック

素材を通して見えるようになります。ベニアを歯に接着した後、繊細な調整、

光沢研磨を施します。かかる時間はCERECインレ と同等です。

l1E置，
CERECベニアは前歯クラウンに代わる、迅速で、歯を保存させる

乙とのできる修復方法です。

p，.inciples of adhesion似ustmted01'1 diffe，.ent叫 bst叫 es
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51セラミック素材

VITA Mark Il は最も長い実績をもっCEREC素材です。乙の長石セラミック

は単色ブロックで3DMast巴「シェ ド各色があります。異なるシ工ード層を

もっ多色層パージョン(VITATriluxe)もあります。 2007年1月に発売された

Sirona Blocsも長石セラミック製です。

Ivoclar Empress CADブロック(かつてのProCad)は白檎石強化ガラスセ

ラミック素材でできています。シェードはAーDがあり、それぞれに2段階の

透過度があります。 Ivoclarにも多色層ブロックもあります(Multil。

5.1 強度/破壊靭性

歯科用セラミックはその微細構造によって2つのカテゴリーに分類されます。

1.50%以上のガラス繊維分を含む審美的エナメル傑セラミック。物理的特徴

(強度、硬度、摩耗性、透明性、色調など)は充i工務IJで修正可能。

2フレームワーク用多結晶セラミック。同質の結晶構造を持つ微粒子でできてい

る。この、比較的不透明な素材はガラスセラミックよりも強度はずっと高い。

従来のラボ用セラミ ックとして、また機械加工可能なCERECセラミックとし

て、ほほ全種類が揃っています。多結晶酸化ジルコニウムと酸化アルミニウム

はCAD!CAMシステム専用です。

Aesthetic ceramics CEREClinlab 

Feldspar Sirona 810cs， VITA Mark 11 

Glass/leucite Empress CAD 

Framework ceramics 

Disilicate e.max CAD 

MgAl，O，/Ianthanum inCeram Spinell 

AI，O/Ianthanum inCeram Alumina 

AI，O/ZrO/lanthanum inCeram Zirkonia 

AI，O， (polycrystalline) Al.Cubes 

ZrO， Ytt YZ-Cubes/e.max ZirCAD 

IJIW&I 
CERECおよびInLabシステムは関連する全タイプの歯科用セラ

ミックを機械加工することが可能で、将来的な鉱張性も高く、世界

のどの国でも導入しやすい。

5.2 磨耗性

従来のベニアリングセラミック(築盛陶材)は特に、対合歯の磨耗を起こしや

すく歯のエナメル質より耐摩耗性が高いと言われてきました。

1991年、 KreiciがVITAMark Ilが天然エナメル質と同程度の摩耗特性があ

ることを証明しました。天然エナメル質の摩耗及び裂傷という乙とに関して

は、何ら差異はありません。

VITA Mark Ilの摩耗度はゴールドと顕著な遣いはありません。

Ia置V
CERECセラミ ックは対合歯にダメージを与えず、ゴールドと伺じ

摩耗特質を示す。

Word of thanks 
おわりに

過去20年以上にわたり、多くの人々がCEREC開発者の

一人ProfessorMormanの着想の発展に貢献してまいり

ました。例えば、 1回の治療で高品質なセラミック修復を

作製する、というアイデアです。まず第ーに、 Siemens、

Sirona、VitaZahnfabrik、IvocarVivadent、Merz、

Zeissの研究チーム、そして数多くの中小企業の研究チー

ムの貢献があげられます。第二に全世界に及ぶ200以上

の大学のリサーチチーム。これらの大学が詳細なリサーチ

を実施し、数限りない改良がCEREC修復法に加えられて

きました。勿論、 CERECユーザー、 CERECインストラ

クタ一、 ISCD(INTERNATIONALSOCIETY OF COM-

PUTERIZED DENTISTRY)そしてその各国機関の協力

があったことは言うにおよびません。このような様々な

方々の協力が、今日CERECが現代歯科医療において不

可欠な存在へと発展する過程で、中心的な役割を果たし

てくれました。全関係者に心から感謝申し上げます。

また、 DGCZ(DeutscheGesellschaft fur Computer 

gestutzte Zahnheilkunde)には、この概論をまとめる

に当たり、科学的諸研究の選定、解説にまで、専門的な

助力をいただいたことを、感謝申し上げたいと思います。

Wilhelm Schneider (ウィルヘルムシュナイダー)
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CEREC出版・発行物

The following list of publications relat巴5to the CERE仁procedure

and to specifi仁materialsand methods for inlays， partial crowns 

(onlays， overlays)， crowns and veneers. It does not include the 

inEOS scanner or inLab bridge restorations 
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